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【
14

】
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
（
年
未
詳
） 

 

（
前
橋
市 

八
木
家
文
書 

Ｐ
〇
九
七
〇
二 

№
一
五
九
二―

七
） 

                            

   

《
釈 

文
》 

為
二 

端
午
祝 

儀
一

、
生
帷
子
五 

到
来
、
悦
覚
候
、 

猶
木
下
大
膳
大
夫 

可
レ

申
候
、
穴
賢
〳
〵
、 

 
 五

月
二
日
（
朱
印
） 

     
 

本
願
寺
殿 

 

《
読
み
下
し
文
》 

端
午
（
た
ん
ご
）
の
祝
儀
（
し
ゅ
う
ぎ
）
と
し
て
、 

生
帷
子
（
き
か
た
び
ら
）
五 

到
来
、
悦
（
え
つ
）
に
覚
え
候
、 

猶
（
な
お
）
木
下
大
膳
大
夫
へ 

申
す
べ
く
候
、
あ
な
か
し
こ
、
あ
な
か
し
こ
、 

 
 五

月
二
日
（
朱
印
） 

      

本
願
寺
殿 

 



 

群馬県立文書館（インターネット講座第 6弾） 

《
用 

語
》 

【
端
午
：
た
ん
ご
】
五
節
供
の
一
つ
。
陰
暦
の
五
月
五
日
の
男
子
の
節
供
。 

【
祝
儀
：
し
ゅ
う
ぎ
】
祝
い
の
気
持
ち
。
祝
意
。
祝
意
を
表
し
て
贈
る
金
銭
や
品
物
。
引

き
出
物
。 

【
帷
子
：
か
た
び
ら
】
夏
に
着
る
、
麻
、
木
綿
、
絹
な
ど
で
作
っ
た
単
物(

ひ
と
え
も
の)

。

ま
た
、
一
般
に
、
ひ
と
え
の
着
物
。
生
帷
子
は
正
絹
の
帷
子
の
こ
と
か
。 

【
悦
：
え
つ
】
喜
ぶ
こ
と
。
う
れ
し
が
る
こ
と
。
機
嫌
が
よ
い
こ
と
。 

【
木
下
大
膳
大
夫
（
き
の
し
た
だ
い
ぜ
ん
の
だ
い
ぶ
）
】
木
下
吉
隆(

よ
し
た
か)

（
？
～

一
五
九
八
）
の
こ
と
。
豊
臣
秀
吉
に
馬
廻(

う
ま
ま
わ
り)

組
頭
と
し
て
重
用
さ
れ
、

豊
後(

ぶ
ん
ご)

国(

大
分
県)
に
三
万
五
三
〇
〇
石
を
与
え
ら
れ
る
。
文
禄(

ぶ
ん
ろ

く)

四
年
（
一
五
九
五
）
七
月
、
豊
臣
秀
次(

ひ
で
つ
ぐ)

事
件
に
連
座
し
て
失
脚
、

薩
摩(

さ
つ
ま)

国(

鹿
児
島
県)

の
島
津
義
弘(

よ
し
ひ
ろ)

に
あ
ず
け
ら
れ
、
慶
長
三

年
流
刑
地
で
自
殺
。
名
は
吉
俊
、
吉
種
と
も
。
通
称
半
介
。 

【
あ
な
か
し
こ
】
「
あ
な
」
は
感
動
詞
。
「
穴
賢
」
と
書
く
の
は
当
て
字
。
相
手
に
敬
意

を
表
す
仮
名
書
状
の
用
語
。
文
言
の
終
わ
り
に
お
か
れ
る
が
、
ま
れ
に
初
め
に
置
か

れ
る
こ
と
も
あ
る
。
男
女
と
も
に
用
い
た
。 

【
豊
臣
秀
吉
：
と
よ
と
み
ひ
で
よ
し
】
一
五
三
七
～
一
五
九
八
年
。
安
土
桃
山
時
代
の
武

将
。
尾
張
国
（
愛
知
県
）
の
人
。
織
田
信
長
に
重
用
さ
れ
て
台
頭
、
信
長
を
倒
し
た

明
智
光
秀
を
討
ち
、
徳
川
家
康
と
和
し
、
天
下
統
一
を
達
成
。
太
閤
検
地
な
ど
統
一

事
業
を
推
進
し
た
。
秀
吉
は
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
七
月
に
関
白
に
任
官
し
、

こ
の
頃
か
ら
署
名
に
花
押
を
据
え
ず
、
朱
印
を
多
用
す
る
よ
う
に
な
る
。
日
明
貿
易

な
ど
で
生
糸
を
輸
入
し
た
際
に
使
用
さ
れ
た
糸
印
を
模
し
て
、
秀
吉
は
使
用
し
た

と
さ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
（
『
豊
臣
秀
吉
の
古
文
書
』
柏
書
房
、
二
〇
一

五
年
） 

【
本
願
寺
：
ほ
ん
が
ん
じ
】
親
鸞
を
開
祖
と
す
る
浄
土
真
宗
の
本
山
。
親
鸞
の
死
後
、
文

永
九
年
（
一
二
七
二
）
京
都
東
山
大
谷
の
地
に
墓
を
た
て
御
影
堂
を
建
立
し
た
の
が

お
こ
り
で
、
鎌
倉
末
期
か
ら
本
願
寺
と
称
す
る
。
第
八
世
蓮
如
の
時
代
に
飛
躍
的
に

信
者
を
増
や
し
文
明
十
年
（
一
四
七
八
）
山
城
山
科
に
本
願
寺
を
再
建
す
る
が
、
第

十
世
証
如
の
時
代
の
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
法
華
宗
徒
ら
に
よ
っ
て
山
科
本
願
寺

が
焼
か
れ
、
大
坂
の
石
山
坊
舎
を
本
寺
と
し
た
（
石
山
本
願
寺
）
。
第
十
一
世
顕
如

は
、
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
石
山
を
欲
す
る
織
田
信
長
と
交
戦
を
開
始
す
る
が
（
石

山
本
願
寺
合
戦
）
、
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
三
月
勅
命
に
よ
り
講
和
し
た
。
そ
の

結
果
、
顕
如
は
石
山
を
退
去
し
、
紀
伊
鷺
森
（
和
歌
山
県
）
に
移
り
、
同
十
一
年
さ

ら
に
和
泉
貝
塚
（
大
阪
府
）
へ
移
っ
た
。
同
十
三
年
豊
臣
秀
吉
か
ら
大
坂
天
満
（
大

阪
府
）
に
寺
地
を
与
え
ら
れ
、
つ
い
で
同
十
九
年
改
め
て
京
都
七
条
坊
門
堀
川
の
地

を
寄
進
さ
れ
た
。
顕
如
の
死
去
後
、
長
男
教
如
と
三
男
准
如
が
後
継
を
争
っ
た
が
、

文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
秀
吉
は
准
如
の
継
職
を
裁
定
し
た
。
一
方
、
慶
長
七
年
（
一

六
〇
二
）
二
月
に
至
り
徳
川
家
康
が
京
都
烏
丸
六
条
の
地
を
教
如
に
与
え
た
た
め
、

本
願
寺
は
勢
力
を
二
分
し
東
西
に
分
立
し
た
。 

 

《
解 

説
》 

端
午
の
節
句
に
本
願
寺
が
帷
子
を
献
上
し
て
き
た
こ
と
へ
の
豊
臣
秀
吉
か
ら
の
礼
状

で
あ
る
。
木
下
吉
隆
が
発
給
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
文
書
の
発
給
年
代
は
記

さ
れ
て
い
な
い
が
、
木
下
吉
隆
は
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
十
月
六
日
ま
で
に
は
大
膳
大

夫
に
任
じ
ら
れ
、
同
四
年
七
月
十
三
日
ま
で
に
は
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
甥
豊
臣
秀
次
が

自
害
を
命
じ
ら
れ
た
事
件
に
関
与
し
流
罪
が
決
定
し
て
い
る
の
で
、
文
禄
三
年
か
四
年

の
五
月
に
出
さ
れ
た
文
書
と
推
定
で
き
る
。 

 

こ
の
文
書
が
伝
来
し
た
八
木
家
は
江
戸
時
代
に
前
橋
藩
士
だ
っ
た
家
で
、
一
七
〇
〇

余
点
の
文
書
群
か
ら
な
る
八
木
家
文
書
は
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
に
当
館
に
寄
贈
さ

れ
た
。
こ
の
中
に
は
戦
国
期
か
ら
近
世
初
期
の
文
書
が
一
〇
点
含
ま
れ
て
い
る
。
八
木
家

の
家
祖
は
「
隼
人
」
と
い
う
人
物
で
播
磨
国
（
兵
庫
県
）
を
出
自
と
し
て
、
隼
人
以
前
は

讃
岐
国
高
松
一
七
万
石
の
大
名
生
駒
氏
家
臣
で
あ
っ
た
と
い
う
。
隼
人
に
は
実
子
が
な

く
、
横
田
内
膳
の
九
男
が
養
子
と
な
り
権
左
衛
門
と
名
の
り
、
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）

姫
路
藩
主
松
平
直
矩
に
仕
官
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
松
平
家
と
と
も
に
奥
州
白
河
な
ど

を
経
て
前
橋
に
移
っ
た
。 

 
本
願
寺
関
係
の
文
書
が
八
木
家
に
伝
来
し
た
背
景
と
し
て
、
初
代
の
八
木
隼
人
（
定

長
）
が
本
願
寺
第
一
二
代
門
主
准
如
の
時
代
に
本
願
寺
家
臣
と
し
て
活
動
し
て
い
た
た

め
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
青
木
裕
美
「
八
木
家
文
書
と
そ
の
伝
来
」
『
群
馬
県
立
歴
史
博

物
館
紀
要
』
第
三
九
号
、
二
〇
一
八
年
）
。
青
木
氏
に
よ
れ
ば
、
隼
人
は
寛
永
一
四
年
（
一

六
三
五
）
時
点
で
も
本
願
寺
家
臣
と
し
て
確
認
で
き
、
終
生
本
願
寺
に
仕
え
て
い
た
可
能

性
が
高
い
と
い
う
。 


